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12月定例会
　第368回12月定例
会は12月10日から20
日までの11日間開会
し、25年度の補正予算
4件・条例制定3件・条
例改正2件・人事案件
2件を審議し、いずれ
も原案どおり同意・可
決した。また、24年度
一般会計歳入歳出決
算の認定並びに5特
別会計歳入歳出決算
を認定したほか、請願
1件を不採択とした。

第 368 回
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条
例
制
定

条
例
の
制
定
3
件

行
政
組
織
の
変
更
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
　

行
政
組
織
の
変
更
、
総
務

部
と
企
画
部
を
統
合
し
、
企

画
総
務
部
と
し
て
、
事
務
分

掌
条
例
等
関
連
5
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
。

猪
名
川
町
環
境
交
流
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

住
民
が
自
主
的
か
つ
相
互

に
連
携
協
力
し
、
自
然
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
環
境
保
全

及
び
環
境
学
習
の
拠
点
と

し
、
条
例
を
制
定
す
る
。

消
費
税
率
の
見
直
し
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
（
水
道
事
業
給
水
条
例

・
下
水
道
条
例
）

　

消
費
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
等
の
法
律
等
が
制
定
さ

れ
た
た
め
料
金
・
使
用
料
を

1
0
0
分
の
1
0
5
を
乗
じ

て
得
た
額
か
ら
1
0
0
分
の

1
0
8
を
乗
じ
て
得
た
額
に

改
正
す
る
。

公
平
委
員
会
委
員

　

公
平
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
井
谷
丈
志
氏

の
選
任
に
同
意
。
任
期
は
平

成
29
年
12
月
24
日
ま
で
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
で
は
、
災
害
復
旧
事

業
地
方
債
1
6
5
0
万
円
増

額
。

　

歳
出
で
は
、
農
地
農
業
施

設
復
旧
費
10
カ
所
1
4
0
5

万
円
・
河
川
等
災
害
復
旧
費

で
河
川
6
カ
所
、
町
道
3
カ

所
4
8
2
8
万
円
増
額
。

伴
い
、
辰
巳
昌
男
氏
の
選
任

に
同
意
。
任
期
は
平
成
29
年

12
月
9
日
ま
で
。
質
疑
と
し

て
12
月
3
日
の
任
期
満
了
を

終
え
、
7
日
間
の
職
務
代
理

設
置
と
再
任
に
対
す
る
質
疑

が
あ
っ
た
。

人
事
案
件

人
事
案
件
2
件
に

同
意

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

　

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に

議 案 審 議

台風18号災害 復旧整備
会　計 補正額 補正後の総額

一般会計 1億1,871万円 96億4,383万円

国民健康保険 1億8,461万円 33億2,813万円

後期高齢 2,370万円 5億6,803万円

奨学金 4,999万円 5,966万円

会計別の補正額

補正額を万円単位で表示するため端数処理をしています。
そのため、実際の補正額と一致しない場合があります。

議案の審議結果　※全員が賛成の議案は、表示していません。
会派名

議案名
�

議員名

絆ネット 日本共産
党議員団 共栄会 清流会 アクティブ

いながわ
いながわ
未来

会派に属さない
議員

久
保

　宗
一

加
藤

　郁
子

丸
山

　
　純

下
坊

　辰
雄

池
上

　哲
男

合
田

　共
行

石
井

　洋
二

肥
爪

　勝
幸

宮
東

　豊
一

福
井

　澄
榮

安
井

　和
広

山
田

　京
子

下
神
實
千
代

末
松

　早
苗

南

　
　初
男

西
谷
八
郎
治

12
月
定
例
会

議案第40号
平成24年度猪名川町介護保険特
別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第41号
平成24年度猪名川町後期高齢者
医療保険特別会計歳入歳出決算
の認定について

○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第61号
消費税率の見直しに伴う関係条
例の整理に関する条例の制定に
ついて

○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

請願第�3号 TPP交渉からの撤退を要求する
請願 ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● −

○…賛成　●…反対　※議長は採決に加わらないため「−」で表示

受理した請願

◎請願者　兵庫農民運動連合会　永井修
　（付託委員会） 総務文教常任委員会

農林漁業、食の安全、医療保険など、国民生活に
広く影響を及ぼす。
国民的議論の不十分さに加えて、国益を守れる
保障がない。TPP交渉は撤退する以外にない。

趣旨

討論

結果 不採択（賛成2・反対13）

討 

論　
介
護
保
険
料

が
改
正
さ
れ
高

額
な
保
険
料
を

支
払
っ
て
も
利
用
で
き
る
範

囲
が
狭
め
ら
れ
て
い
る
た
め

反
対
。

　
施
設
利
用
か

ら
在
宅
介
護
へ

と
シ
フ
ト
し
て

お
り
、在
宅
介
護
の
サ
ポ
ー

ト
が
さ
れ
、成
果
を
上
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
高
く
評
価

し
賛
成
。

（
賛
成
13・反
対
2
で
認
定
）

議
案
第
40
号
平
成
24
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

保
険
料
も
高
く

今
の
社
会
を
つ

く
り
支
え
て
き

た
高
齢
者
に
大
き
な
負
担

を
求
め
る
保
険
は
廃
止
す
べ

き
制
度
で
あ
り
反
対
。

　
制
度
の
是
非

を
議
論
す
る
の

で
は
な
い
。
事

項
別
明
細
書
な
ど
を
審
査

し
た
結
果
、適
切
に
処
理
さ

れ
て
お
り
賛
成
。

（
賛
成
13・反
対
2
で
認
定
）

議
案
第
41
号
平
成
24
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

　
社
会
保
障
と
言
い

な
が
ら
、ほ
と
ん
ど
回

ら
な
い
。介
護
保
険
で

も
保
険
料
を
取
っ
て
サ
ー
ビ
ス
は

切
り
捨
て
て
い
る
。水
道
事
業
は
、

懸
命
に
努
力
さ
れ
て
い
る
が
、消
費

税
率
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
反
対
。

　
住
民
の
混
乱
を
避

け
、来
年
4
月
か
ら
新

し
い
消
費
税
率
に
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
す
る
上
で
必
要
不

可
欠
な
作
業
で
あ
る
と
認
め
、消

費
税
率
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条

例
の
制
定
に
賛
成
。

（
賛
成
13・反
対
2
で
認
定
）

議
案
第
61
号
消
費
税
率
の
見
直

し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

TPP交渉からの撤退を要求する請願

日本は、アメリカ、中国に次いでGDP第
3位に下がった。TPP交渉は、アメリカ
を代表とする主要12カ国の貿易協定

であり国益を考えると避けられないため反対。

TPPは農林漁業、食の安全、医療制度、
保険など国民生活に幅広く影響を及
ぼす。国民的議論が不十分、国益を守

る保証がない。TPP交渉は撤退すべきと賛成。

条
例
改
正

条
例
の
改
正
2
件

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　

一
般
職
の
給
与
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
昇

給
基
準
の
見
直
し
を
行
う
た

め
改
正
す
る
。

猪
名
川
町
営
住
宅
管
理
条
例

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防

止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ

り
入
居
者
資
格
を
変
更
す
る

た
め
条
例
を
改
正
す
る
。

補
正
予
算

補
正
予
算
4
件

25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

25
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

25
年
度
奨
学
金
特
別
会
計
補

正
予
算

町道柏原 7 号線の災害（柏原地内）
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平
成
24
年
度
各
会
計（
上
・
下
水

道
事
業
会
計
を
除
く
。）決
算
は
、各
常

任
委
員
会
で
延
べ
４
日
間
に
わ
た
り
審

査
し
認
定
し
た
。

決 算 審 査

■□ 24 年度 各会計別決算状況 □■
会計区分 収　　入 支　　出 収支差引残額

一　般　会　計 98億5789万円 94億5779万円 4億　10万円

特

　別

　会

　計

国民健康保険 33億4886万円 30億6400万円 2億8486万円
介 護 保 険 18億2937万円 17億9714万円 3223万円
後 期 高 齢 5億4378万円 5億3066万円 1312万円
農 業 共 済 2860万円 1555万円 1305万円
奨 学 金 325万円 227万円 98万円

合　　　　　計 156億1175万円 148億6741万円 7億4434万円
各会計ごとの決算額を表示単位未満で端数処理をしているため、実際の決算額と一致しない場合が
あります。

□■ 一般会計（収入・支出）の内訳 ■□
■収 入（入ってきたお金）

■支 出（使ったお金）

自主財源
49.8%

依存財源
50.2% 町税（37.5%）

36億9423万円
町税（37.5%）
36億9423万円

繰入金（2.5%）
2億4402万円

繰越金（4.0%）
3億9893万円

使用料及び手数料（2.0%）
1億9985万円

その他（3.8%）
3億6834万円

地方交付税（22.6%）
22億2963万円

国・県
支出金（13.2%）
12億9912万円

譲与税・交付金（5.2%）
5億1242万円町債（9.2%）

9億1134万円

教育費（16.1%）
15億2710万円

民生費（27.3%）
25億7689万円

総務費（14.0%）
13億2296万円衛生費（10.8%）

10億1656万円

土木費（9.4%）
8億8988万円

公債費（8.9%）
8億4344万円

その他（13.5%）
12億8096万円

な
が
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

Q　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運
行

再
編
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯

に
よ
る
も
の
か
。

A　

路
線
バ
ス
と
の
乗
り
継

ぎ
な
ど
地
域
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
、
2
カ
年
を
か
け
て

進
め
て
き
た
。
一
部
で
不
便

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
現
有
2
台
で
、
よ
り
利

用
し
や
す
い
運
行
と
な
る
よ

う
定
期
的
な
見
直
し
に
努
め

た
い
。

Q　

土
地
利
用
方
針
策
定
業

務
委
託
料
と
、
町
南
部
地
域

の
規
制
緩
和
な
ど
に
よ
る
活

性
化
と
の
関
連
は
。

A　

新
名
神
の
供
用
開
始
が

平
成
28
年
度
末
に
予
定
。
南

部
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
の
一
定
の
方
向
性
を
取
り

ま
と
め
る
た
め
に
委
託
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
今
後
具
体

的
に
事
業
を
進
捗
し
て
い
く

に
あ
た
り
、
町
づ
く
り
の
大

総
務
文
教
常
任
委
員
会

財

政

Q　

滞
納
繰
越
金
の
収
入
未

済
額
が
相
当
額
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

A　

高
額
の
滞
納
や
累
積
し

た
滞
納
な
ど
が
あ
る
な
か
で
、

徴
収
に
向
け
て
、
差
し
押
さ

え
や
公
売
な
ど
の
対
応
も
と

っ
て
い
る
。

企

画

Q　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

に
対
す
る
記
念
品
の
効
果
は
。

A　

年
々
、
寄
付
件
数
は
増

加
し
て
お
り
平
成
24
年
度
は

2
0
2
件
、
3
0
2
万
6
千

円
の
寄
付
金
を
受
け
た
。
今

後
も
よ
り
多
く
の
寄
付
に
つ

き
な
転
換
期
と
と
ら
え
、
県

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

教

育

Q　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
配
送

車
運
転
管
理
業
務
委
託
料
5

台
分
で
8
3
7
万
9
千
円
と
、

幼
稚
園
の
通
園
バ
ス
運
行
委

託
料
4
台
分
で
1
千
3
3
1

万
8
千
2
0
0
円
の
金
額
差

異
は
何
か
。

A　

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
入

札
執
行
の
結
果
、
よ
り
安
価

な
委
託
契
約
と
な
っ
た
。
今

後
、
実
際
の
業
務
内
容
の
点

検
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Q　

教
育
研
究
所
の
位
置
づ

け
は
。

A　

教
育
相
談
業
務
実
施
日

を
週
4
日
に
し
、
臨
床
心
理

士
4
人
を
配
置
。
適
応
教
室

に
指
導
員
2
人
を
配
置
し
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
対
応

を
行
っ
て
い
る
。

Q　

阿
古
谷
小
学
校
と
松
尾

台
小
学
校
と
の
統
合
後
の
経

過
は
。

A　

今
年
度
順
調
に
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
種
々
の
課
題
は

中
・
長
期
的
な
視
野
を
も
っ

て
検
討
し
た
い
。

Q　

悠
久
広
場
の
整
備
工
事

費
と
し
て
、
約
4
千
5
0
0

万
円
を
支
出
し
て
い
る
が
、

そ
の
効
果
は
。

A　

悠
久
の
館
へ
の
来
館
者

は
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
て

い
る
も
の
の
今
後
学
習
機
会

の
提
供
の
場
、
広
場
を
活
用

し
た
事
業
を
計
画
す
る
な
ど

し
て
啓
発
に
努
め
た
い
。

消

防

Q　

2
市
1
町
消
防
通
信
指

令
事
務
協
議
会
負
担
金
を
支

出
し
て
い
る
が
、
派
遣
さ
れ

て
い
る
職
員
の
賃
金
体
系
は
。

A　

2
市
1
町
で
23
人
派
遣
。

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
の
給
与
形

態
に
よ
り
支
給
さ
れ
て
い
る
。

Q　

団
員
等
公
務
災
害
補
償

基
金
か
ら
支
払
い
が
あ
っ
た

か
。
2
市
1
町
消
防
広
域
化

協
議
会
で
の
本
部
統
合
の
協

議
の
進
捗
状
況
は
。

A　

24
年
度
補
償
事
案
は
な

い
。
平
成
22
年
度
か
ら
消
防

広
域
化
の
協
議
を
進
め
て
き

た
が
、
諸
課
題
が
残
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

生
活
建
設
常
任
委
員
会

く

ら

し

Q　

阪
神
北
広
域
こ
ど
も
急

病
セ
ン
タ
ー
負
担
金
の
詳
細
、

積
算
方
法
は
。
ま
た
、
受
診

者
数
は
。

A　

負
担
金
は
、
人
口
割
10

％
、
受
診
者
数
割
90
％
23
年

度
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大

流
行
の
た
め
診
療
報
酬
が
増

収
、
23
年
度
決
算
で
余
剰
金

が
発
生
。
24
年
度
で
清
算
し

た
た
め
当
初
の
半
額
程
度
と

な
っ
た
。

受
診
者
数
は
全
体
で
2
万
7

千
4
0
9
人
、
町
で
は
8
9

6
人
。

Q　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
24
の
利

用
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

A　

利
用
者
は
24
年
度
1
4 

0
0
人
余
り
。
23
年
度
1
2 

0
0
人
ほ
ど
と
定
着
し
て
お

り
、
各
種
啓
発
に
努
め
て
い

る
。

Q　

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
が

24
年
度
か
ら
不
活
化
に
な
っ

た
が
問
題
は
な
い
の
か
。

A　

生
ワ
ク
チ
ン
は
感
染
の

恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
不
活

化
に
な
っ
た
。
生
ワ
ク
チ
ン

は
2
回
接
種
だ
っ
た
が
不
活

化
は
4
回
接
種
の
必
要
が
あ

る
。
副
作
用
の
問
題
は
町
内

は
な
い
。

観

光

Q　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
検

証
は
、
今
後
ど
う
し
て
い
く

の
か
。

A　

5
月
3
日
か
ら
の
開
始

で
1
日
3
0
0
円
1
時
間
1 

0
0
円
で
、
実
績
と
し
て
5

月
13
件
、
9
月
ま
で
の
収
入

が
7
千
8
0
0
円
で
あ
っ
た
。

利
用
件
数
が
少
な
く
促
進
も

難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
今

後
、
日
生
中
央
駅
も
含
め
て

検
討
し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り

Q　

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
は

継
続
事
業
と
な
っ
て
い
る
が

各
年
度
で
、
ど
れ
く
ら
い
の

箇
所
を
実
施
す
る
の
か
。

A　

修
繕
計
画
を
24
年
度
に

1
0
0
橋
追
加
し
1
6
3
橋

と
な
っ
た
。
24
年
度
は
ト
ン

ガ
リ
橋
、
25
年
度
は
島
の
宮

ノ
前
橋
、
北
田
原
の
北
田
原

山
添
橋
・
谷
口
橋
、
26
年
度

は
仁
頂
寺
の
仁
頂
寺
垣
内
橋

な
ど
を
実
施
。

「
不
活
化
」

抗
体
を
生
成
さ
せ
る
働
き

を
失
う
こ
と
な
く
、
体
内

で
増
殖
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。 一

般

会

計

主な
質疑



第150号   平成26年（2014年）2月1日 ―― いながわ議会だより―― 第150号   平成26年（2014年）2月1日いながわ議会だより ⑥ ―― ⑦

決 算 審 査

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
介
護
予

防
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

農
業
共
済

Q　

有
害
鳥
獣
捕
獲
委
託
料

は
少
な
く
、
シ
カ
の
緊
急
捕

獲
拡
大
事
業
負
担
は
多
い
が

全
体
的
な
傾
向
は
。

A　

シ
カ
18
頭
、
ア
ラ
イ
グ

マ
41
頭
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
2
頭

と
い
う
実
績
で
シ
カ
の
捕
獲

は
難
し
い
。
県
で
実
施
し
て

い
る
シ
カ
緊
急
捕
獲
拡
大
事

業
に
つ
い
て
は
、
猪
名
川
町

エ
リ
ア
で
は
23
年
度
1
9
9

頭
、
24
年
度
1
8
3
頭
の
捕

獲
。
増
え
て
い
る
が
捕
獲
で

き
な
い
状
況
。
猟
友
会
に
シ

カ
と
イ
ノ
シ
シ
、
一
般
農
家

に
捕
獲
わ
な
で
ア
ラ
イ
グ
マ

と
ヌ
ー
ト
リ
ア
の
捕
獲
に
努

め
て
い
る
。

生
活
建
設
常
任
委
員
会

国
民
健
康
保
険

Q　

基
金
残
高
が
増
え
て
い

る
が
国
民
健
康
保
険
税
を
下

げ
ら
れ
な
い
の
か
。

A　

給
付
費
が
伸
び
て
い
く

状
態
で
あ
る
た
め
、
基
金
と

し
て
保
有
す
る
の
が
良
い
。

介
護
保
険

Q　

居
宅
介
護
拡
充
で
や
っ

て
き
た
が
、
今
後
の
見
通
し

は
。

A　

平
成
20
年
は
、
施
設
サ

ー
ビ
ス
が
50
％
を
超
え
て
い

た
が
24
年
度
決
算
で
は
在
宅

サ
ー
ビ
ス
が
52
・
8
％
と
な

り
、
施
設
よ
り
も
居
宅
に
比

重
が
移
っ
て
き
て
い
る
。
保

険
料
は
5
千
円
だ
が
、
国
の

推
移
は
次
期
8
千
円
を
見
込

　

12
月
11
日
、
委
員
会
を
開

会
。
付
託
4
議
案
を
審
査
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

一
般
会
計
補
正
予
算

Q　

体
育
館
な
ど
の
学
校
施

設
の
天
井
改
修
に
つ
い
て
、

今
回
改
修
対
象
と
な
っ
た
小

・
中
学
校
の
5
施
設
の
ほ
か

に
改
修
基
準
の
対
象
外
で
あ

る
が
、
吊
り
天
井
な
ど
の
要

件
に
該
当
す
る
学
校
施
設
は

あ
る
の
か
。ま
た
そ
の
場
合
、

そ
れ
ら
学
校
施
設
の
今
後
の

改
修
予
定
は
。

A　

今
回
の
改
修
対
象
と
な

っ
た
学
校
施
設
は
、
天
井
高

6
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
、

水
平
投
影
面
積
2
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
ホ
ー
ル

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
な
ど
、

一
部
要
件
に
該
当
す
る
施
設

が
あ
る
の
で
大
規
模
改
修
工

事
な
ど
に
あ
わ
せ
て
適
時
に

実
施
を
検
討
す
る
。

Q　

職
員
の
給
与
費
が
、
各

款
で
補
正
さ
れ
て
い
る
が
、

増
額
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

A　

本
年
4
月
の
人
事
異
動

に
伴
う
増
額
減
額
補
正
で
、

全
体
で
は
差
し
引
き
ゼ
ロ
と

な
っ
て
い
る
。最
終
的
に
は
、

25
年
度
の
給
与
費
は
、
減
額

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

Q　

衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
設
備
の
更
新
に
つ
い
て
、

今
後
の
町
費
負
担
を
ど
の
よ

う
に
想
定
し
て
い
る
の
か
。

衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設

備
の
更
新
時
期
の
考
え
方
は
。

A　

衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
設
備
の
更
新
に
か
か
る
経

費
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
設
備
用
の
電
気
代
が
か

か
っ
て
く
る
。こ
の
設
備
は
、

平
成
4
年
度
に
設
置
し
た
も

の
で
あ
り
、
通
信
障
害
が
発

生
す
る
場
合
や
修
理
用
部
品

が
入
手
困
難
と
な
る
な
ど
の

状
況
に
あ
る
た
め
、
今
回
兵

庫
県
と
全
市
町
が
一
斉
に
更

新
す
る
も
の
で
あ
る
。

Q　

白
金
地
区
の
町
有
地
に

あ
る
、
Y
M
C
A
認
定
こ
ど

も
園
の
土
地
の
賃
貸
料
は
い

く
ら
か
。
当
該
町
有
地
3
千

平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
現

在
の
貸
付
状
況
は
ど
う
か
。

認
定
こ
ど
も
園
と
パ
ー
ク
タ

ウ
ン
交
番
の
ほ
か
に
、
利
用

可
能
な
遊
休
地
は
あ
る
か
。

Y
M
C
A
に
譲
渡
す
る
場
合

の
売
却
価
格
は
決
定
し
て
い

る
か
。

A　

認
定
こ
ど
も
園
の
土
地

の
賃
貸
料
は
、
年
額
で
3
5 

7
万
9
千
9
7
5
円
で
あ
る
。

認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
、
1

千
9
5
0
・
6
平
方
メ
ー
ト

ル
を
賃
貸
し
て
お
り
、
残
り

の
部
分
は
、
パ
ー
ク
タ
ウ
ン

交
番
と
駐
車
場
で
、
そ
の
ほ

か
利
用
で
き
る
遊
休
地
は
な

い
。
Y
M
C
A
に
は
、
当
該

町
有
地
の
購
入
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
調
整
を
進
め
て

い
く
が
、
用
地
鑑
定
な
ど
が

未
実
施
で
あ
り
、
売
却
価
格

は
決
定
し
て
い
な
い
。

Q　

学
校
か
ら
出
る
産
業
廃

棄
物
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

A　

学
校
備
品
で
廃
棄
の
対

象
と
な
っ
た
机
・
椅
子
・
棚

な
ど
の
大
型
ご
み
で
あ
り
、

学
校
施
設
は
、
産
業
廃
棄
物

の
排
出
事
業
者
と
な
る
こ
と

か
ら
、
当
該
廃
棄
物
を
適
正

に
処
理
す
る
た
め
に
、
許
可

事
業
者
に
対
し
て
委
託
す
る

も
の
で
あ
る
。

Q　

臨
時
・
嘱
託
職
員
の
社

会
保
険
料
が
増
額
補
正
さ
れ

て
い
る
が
、
本
年
度
か
ら
直

営
と
な
っ
た
留
守
家
庭
児
童

育
成
室
の
指
導
員
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A　

当
初
予
算
の
時
点
か
ら

保
険
料
率
の
改
定
が
あ
り
、

ま
た
臨
時
・
嘱
託
職
員
の
雇

用
人
数
な
ど
が
未
確
定
で
あ

っ
た
た
め
、
現
状
に
応
じ
て

増
額
補
正
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。
留
守
家
庭
児
童
育
成

室
は
、
前
年
度
ま
で
業
務
委

託
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
社

会
保
険
料
の
対
象
者
は
な
か

っ
た
が
、
現
在
は
育
成
室
リ

ー
ダ
ー
9
人
が
対
象
と
な
っ

て
い
る
。

行
政
組
織
の
変
更
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定

Q　

今
回
の
組
織
変
更
に
至

っ
た
経
緯
は
何
か
。

A　

今
回
の
組
織
変
更
は
、

事
務
分
掌
の
変
更
を
伴
う
も

の
で
は
な
く
、
管
理
部
門
の

2
部
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ

り
、
組
織
の
効
率
化
や
経
費

の
節
減
な
ど
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

Q　

総
務
部
・
企
画
部
と
い

う
町
の
主
要
な
部
の
統
合
で

あ
る
が
、
他
の
部
と
の
均
衡

や
企
画
・
財
政
・
人
事
と
い

う
管
理
事
務
や
管
理
権
限
が

集
中
す
る
こ
と
は
な
い
か
。

A　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
課
が
所

管
す
る
権
限
が
あ
り
、
ま
た

部
が
統
合
さ
れ
た
場
合
で
も

事
務
分
掌
に
変
更
は
な
く
、

管
理
部
門
と
し
て
の
調
整
機

能
は
十
分
に
果
た
せ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
が
、
よ
り
緊

密
に
内
部
調
整
に
努
め
て
い

き
た
い
。
組
織
の
変
更
に
つ

い
て
は
適
時
に
検
証
を
行
い

な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
に
な

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

（
そ
の
他
、
猪
名
川
町
奨
学
金

特
別
会
計
補
正
予
算
、
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
も
審
査
し
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
）

請
願
一
件
の
審
査
を
実
施

　

T
P
P
交
渉
か
ら
の
撤
退

を
要
求
す
る
請
願

（
賛
成
1
・
反
対
6
で
不
採
択
）

11
月
29
日
委
員
会
を
開
会

「
猪
名
川
中
学
校
大
規
模
改

修
工
事
に
つ
い
て
」

25
年
度
、
26
年
度
の
2
カ
年

で
実
施
。
現
在
の
全
体
の
進

捗
率
61
％
、
ト
イ
レ
改
修
が

約
53
％
、
屋
根
改
修
工
事
約

87
％
、
外
壁
改
修
工
事
約
22

％
の
状
況
。

Q　

本
年
度
契
約
額
は
2
億

1
5
7
7
万
5
千
円
、
次
年

度
は
。

A　

2
期
分
（
26
年
度
）
は

1
億
1
7
0
0
万
円
の
予
定
。

債
務
負
担
行
為
を
予
定
し
て

い
る
。

質
疑
応
答
の
後
、
現
地
を
視

察
し
た
。

委員会の活動報告

総
務
文
教

猪名川中学校
　　　大規模改修工事

猪名川中学校大規模改修の視察

（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計
は
賛
成
多
数
で
認

定
。
そ
の
他
は
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
認
定
）

特
別
会
計

主な
質疑

一般農家に貸し出している箱わな
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委員会の活動報告

害
児
通
所
等
給
付
費
に
つ
い

て
、
内
容
の
詳
細
と
利
用
者

数
は
。

A　

障
害
児
通
所
等
給
付
費

の
増
額
に
つ
い
て
は
主
に
2

つ
の
項
目
が
あ
り
、
就
学
前

が
17
人
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
が
29
人
と
な
っ
て
い
る
。

増
額
の
経
緯
は
、
権
利
意
識

の
変
化
や
事
業
所
の
整
備
に

よ
り
利
用
日
数
が
増
え
、
1

人
当
た
り
2
・
3
倍
程
度
に

給
付
費
が
増
額
と
な
っ
て
い

る
。

Q　

塵
芥
処
理
事
業
費
が
減

額
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ご

み
の
量
が
減
っ
て
い
る
の
か
。

A　

ご
み
処
理
量
の
増
減
が

減
額
の
原
因
で
は
な
く
、
タ

ブ
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
を
事
務
所

北
側
の
中
間
処
理
施
設
を
改

修
設
置
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
屋
外
設
置
に
な
っ
た
た

め
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

Q　

雑
入
の
全
国
町
村
会
地

接
種
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ

ン
代
を
含
ん
だ
委
託
料
と
し

て
支
出
し
て
い
た
が
、
25
年

度
か
ら
法
定
接
種
に
切
り
替

わ
り
、
ワ
ク
チ
ン
は
医
薬
材

料
費
、
接
種
料
は
委
託
料
で

支
出
し
て
い
る
。
他
の
予
防

接
種
に
つ
い
て
も
当
初
に
見

込
ん
で
い
た
件
数
か
ら
増
減

が
あ
っ
た
た
め
整
理
し
て
い

る
。

Q　

児
童
福
祉
総
務
費
の
障

　

12
月
12
日
、
委
員
会
を
開

会
。
付
託
6
議
案
を
審
査
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

一
般
会
計
補
正
予
算

Q　

予
防
費
の
感
染
症
対
策

事
業
費
が
減
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
要
因
は
何
か
。

A　

平
成
24
年
度
ま
で
は
任

意
接
種
で
あ
っ
た
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
の
3
種
類
の
予
防

域
お
こ
し
事
業
出
展
助
成
金

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
生
か

し
て
い
く
の
か
。

A　

全
国
で
3
2
2
町
村
、

近
畿
エ
リ
ア
で
44
町
村
、
兵

庫
県
で
6
町
、
大
阪
府
で
1

町
が
参
加
し
て
お
り
、
東
京

の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
展

す
る
。
本
町
は
猪
肉
バ
ー
ガ

ー
や
猪
肉
は
る
さ
め
の
試
食

な
ど
を
実
施
し
、
首
都
圏
に

特
産
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
観

光
振
興
に
役
立
て
る
。

Q　

環
境
対
策
費
の
雨
水
貯

留
施
設
設
置
費
補
助
金
は
、

16
基
申
請
が
あ
り
残
り
が
4

基
分
し
か
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
26
年
4
月
か
ら
の
消
費

税
増
税
に
よ
る
駆
け
込
み
の

影
響
が
あ
る
の
か
。

A　

パ
ー
ク
タ
ウ
ン
地
内
で

戸
建
て
住
宅
の
建
築
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
、
12
月
号
の

広
報
い
な
が
わ
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

Q　

橋
り
ょ
う
維
持
補
修
費

が
6
0
0
万
円
の
増
額
と
な

っ
て
い
る
が
、
見
積
時
に
橋

台
が
な
い
こ
と
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
か
。

A　

宮
ノ
前
橋
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
度
に
橋
り
ょ
う
長

寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
時

に
、
目
視
調
査
を
実
施
し
、

損
傷
が
激
し
い
の
で
、
25
年

度
に
実
施
設
計
及
び
工
事
費

を
計
上
し
た
。
25
年
度
の
実

施
設
計
時
に
橋
台
の
確
認
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
橋
台
が

な
く
新
た
な
工
事
が
必
要
と

な
り
不
足
が
生
じ
た
。

Q　

民
生
費
県
負
担
金
の
自

殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
事
業

補
助
金
は
、
歳
入
に
つ
い
て

は
計
上
さ
れ
て
い
る
が
歳
出

は
無
い
の
か
。
ま
た
、
追
加

と
な
っ
た
理
由
は
。

A　

平
成
26
年
度
ま
で
の
継

続
事
業
で
あ
り
、
25
年
度
に

つ
い
て
は
、
24
年
度
と
同
様

50
万
円
で
計
上
し
て
い
た
が
、

60
万
円
の
交
付
が
決
定
さ
れ

た
の
で
、
10
万
円
の
増
額
補

正
と
し
て
い
る
。
支
出
に
つ

い
て
は
、
社
会
福
祉
総
務
費

で
計
上
し
て
お
り
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
養
成
講
演
会
の
講

師
謝
金
や
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
24

の
P
R
用
品
な
ど
に
支
出
し

て
い
る
。
財
源
充
当
を
変
更

す
る
こ
と
と
な
る
が
、
支
出

金
額
の
変
更
は
な
い
。

（
仮
称
）
猪
名
川
町
環
境
交
流

館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Q　

現
在
、
交
流
館
は
何
曜

日
の
何
時
に
見
ら
れ
る
の
か
。

A　

11
月
16
日
に
プ
レ
オ
ー

プ
ン
し
、
土
曜
日
と
日
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時

ま
で
開
館
し
て
い
る
。

Q　

開
館
日
に
は
町
の
職
員

が
行
っ
て
い
る
の
か
。

A　

住
民
団
体
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
案
内
及
び
説
明

を
し
て
い
る
。

Q　

入
館
料
が
無
料
と
な
っ

て
い
る
が
、
受
益
者
負
担
の

考
え
は
な
い
の
か
。

A　

今
の
と
こ
ろ
は
入
館
料

や
指
定
管
理
者
制
度
は
考
え

て
い
な
い
が
、
今
後
、
施
設

が
発
展
し
て
き
た
時
点
で
議

論
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q　

環
境
住
民
会
議
の
会
報

に
、（
仮
称
）
猪
名
川
町
環
境

交
流
館
が
活
動
拠
点
と
書
い

て
あ
る
が
、
こ
の
団
体
が
指

定
管
理
者
に
な
ら
な
い
の
か
。

A　

環
境
住
民
会
議
に
平
成

24
年
度
か
ら
北
プ
ー
ル
の
跡

地
利
用
の
手
伝
い
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
現
時
点
に
お

い
て
は
、
環
境
住
民
会
議
に

指
定
管
理
を
お
願
い
す
る
考

え
は
な
い
。

Q　

条
例
に
学
習
活
動
と
い

っ
た
言
葉
が
出
て
き
て
い
る

が
、
勉
強
会
が
で
き
る
施
設

に
整
備
し
て
い
く
の
か
。

A　

管
理
棟
を
順
次
整
備
し

て
お
り
、
学
べ
る
場
を
提
供

す
る
計
画
で
あ
る
。

Q　

4
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
時
に
は
担
当
は
ど
こ
に

な
る
の
か
。

A　

環
境
情
報
発
信
拠
点
と

し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
管

理
は
都
市
環
境
課
と
な
る
。

運
営
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
お

願
い
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

Q　

生
涯
学
習
課
も
関
係
す

る
部
分
も
あ
る
と
思
う
が
、

4
月
1
日
に
本
オ
ー
プ
ン
し

た
時
の
運
営
は
具
体
的
に
ど

う
な
る
の
か
。

A　

環
境
交
流
館
の
P
R
も

踏
ま
え
て
、
環
境
保
全
の
P 

R
活
動
、
小
学
生
が
環
境
を

学
べ
る
運
営
形
態
な
ど
を
計

画
し
て
い
る
。

（
議
案
第
61
号
消
費
税
率
の
見

直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
賛
成
6
・
反
対
1

で
可
決
）（
そ
の
他
5
議
案
に

つ
い
て
は
全
会
一
致
で
可
決
）

（
仮
称
）
環
境
交
流
館
4
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン

　　　　　　　　　　　　 北プール跡地の   （仮称）猪名川町環境交流館

　

大
山
町
は
、
本
町
と
予
算
規
模
が
同
規

模
で
あ
り
、
ま
た
公
聴
活
動
も
活
発
に
さ

れ
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
住
民

の
声
を
議
会
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
努
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
編
集
理
念
」
が
確

立
し
て
お
り
、「
言
葉
づ
か
い
集
」
が
あ

り
81
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
事
例
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
委
員
会
主
導
で
編
集
・
校
正

作
業
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

大
山
町
は
、
広
報
分
野
に
お
い
て
全
国

的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
町
で
し
た
。

　

香
美
町
は
、「
議
会
広
報
公
聴
常
任
委

員
会
」
と
し
25
年
4
月
か
ら
、
名
称
に
公

聴
を
入
れ
常
任
委
員
会
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
公
聴
す
な
わ
ち
「
広
く
住
民
の

意
見
を
聴
く
」
機
能
を
追
加
し
活
動
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
広
報
活
動
を
通
じ
、「
議

会
だ
よ
り
」
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
と
し
て
、
住
民
と
共
に
歩
ん
で
い
る

姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

�

11
月
14
日
・
鳥
取
県
大
山
町

�

11
月
15
日
・
兵
庫
県
香
美
町

議
会
広
報
特
別
委
員
会

視
察
レ
ポ
ー
ト

第27回町村議会広報全国コンクール 2 位の
鳥取県大山町にて

兵庫県香美町の議場も視察

生
活
建
設
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（仮称）宝塚北SIC
（仮称）宝塚SA

（仮称）川西IC

猪名川町

猪名川町役場

（仮称）
　箕面IC

川西市

宝塚市三田市

神戸市
▲大峰山

▲古宝山

城山▲

広根第一
高架橋工事

切畑TN工事

神戸JCT

知明湖

一庫公園

六
甲
北
有
料
道
路

神戸北IC

▲
六石山

県道切畑道場線

国
道
176
号
線

中
国
自
動
車
道

宝
塚
線

県
道
塩
瀬

国道
173号線

国道
477号線

県道切畑猪名川線

猪名川東工事
猪名川
西工事 六石山

TN工事

※「JCT」＝ジャンクション／「SIC」＝スマートインターチェンジ／「IC」＝インターチェンジ／「SA」＝サービスエリア／「TN」　　　＝トンネル／　　　＝工事区間
※スマートインターチェンジ＝ETC車専用のインターチェンジ

※兵庫県域の全てで、工事着手しています。
※事業主体は西日本高速道路（株）です。

委員会の活動報告

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
現
場

で
は
、
当
工
事
現
場
が
見
渡

せ
る
場
所
か
ら
進
捗
状
況
を

聞
き
、
六
石
山
ト
ン
ネ
ル
掘

削
工
事
用
の
道
路
か
ら
現
場

に
上
が
り
、
そ
の
掘
削
方
法

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

　

猪
渕
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事

現
場
で
は
、
す
で
に
数
十
メ

ー
ト
ル
掘
り
進
ん
で
お
り
、

ト
ン
ネ
ル
内
も
視
察
。

　

午
後
か
ら
は
、
宝
塚
市
、

神
戸
市
で
の
現
場
視
察
。
掘

削
に
伴
う
地
形
の
変
形
を
抑

制
し
、
施
工
中
の
安
全
性
が

確
保
さ
れ
る
「
竹
割
土
留
工

法
」
や
、
橋
脚
の
下
部
工
事

で
は
、
鉄
筋
を
内
蔵
し
た
部

材
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
現

場
に
お
け
る
鉄
筋
組
み
立
て

作
業
や
型
枠
作
業
を
省
力
化

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
幅
な

工
程
短
縮
が
図
れ
る
「
S
P　

E
R
（
ス
パ
ー
）
工
法
」
な

ど
最
新
の
工
法
の
説
明
を
受

け
た
。
こ
れ
ら
最
新
技
術
で

造
ら
れ
た
宝
塚
市
と
神
戸
市

を
つ
な
ぐ
川
下
川
橋
は
、
高

さ
95
メ
ー
ト
ル
の
橋
脚
で
国

内
最
大
級
の
高
さ
で
あ
る
。

　

神
戸
J
C
T
で
は
、
中
国

自
動
車
道
の
付
け
替
え
工
事

を
複
数
回
行
い
、
そ
の
下
を

　

11
月
22
日
、
委
員
会
を
開

会
し
、
次
の
4
項
目
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。

1　

新
名
神
高
速
道
路
の
町

内
進
捗
状
況
に
つ
い
て

2　

新
名
神
高
速
道
路
猪
名

川
地
区
対
策
協
議
会
及
び
周

辺
自
治
会
と
の
協
議
状
況
に

つ
い
て

3　

県
道
切
替
工
事
（
広
根

奥
ノ
谷
交
差
点
付
近
）
の
状

況
に
つ
い
て

４　

広
根
第
一
高
架
橋
工
事

に
つ
い
て

　

県
内
の
各
現
場
を
視
察

し
、
質
疑
を
行
う
。
視
察
の

行
程
は
次
の
と
お
り
。

午
前

・（
仮
称
）
川
西
I
C

・
六
石
山
ト
ン
ネ
ル
工
事

・
猪
渕
ト
ン
ネ
ル
工
事

午
後

・
坊
川
第
三
橋
工
事

・ 

切
畑
ト
ン
ネ
ル
工
事〔（
仮

称
）
宝
塚
S
A
・（
仮
称
）

宝
塚
北
ス
マ
ー
ト
I
C
〕

・
川
下
川
橋
（
通
過
）

・
武
庫
川
橋
工
事

・
神
戸
J
C
T
工
事

　

午
前
、
午
後
と
も
西
日
本

高
速
道
路
㈱
の
担
当
者
か
ら

説
明
を
受
け
た
。

　

午
前
中
、（
仮
称
）
川
西

掘
り
下
げ
、
中
国
自
動
車
道

の
下
を
新
名
神
高
速
道
路
が

交
差
し
山
陽
自
動
車
道
に
つ

な
が
る
。

　

各
委
員
か
ら
は
、
工
事
の

安
全
に
は
万
全
を
期
す
よ
う
、

ま
た
、
予
定
ど
お
り
平
成
28

年
度
末
に
開
通
で
き
る
よ
う

要
望
。

六石山トンネルの掘削工事始まる
新名神高速道路対策特別委員会

兵庫県域工事区間（21km）

　　　 武庫川橋（神戸市）

猪渕トンネル神戸ジャンクション（神戸市）
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一 般 質 問ここが聞きたい

池上哲男議員

新
名
神
高
速
道
路
整
備
後
の

南
部
地
域
沿
線
の
開
発
に
関

し
て
の
考
え
方
は
。

企
画
部
長　

特
に
南
部
地
域

の
幹
線
道
路
沿
い
の
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
兵
庫
県

・
町
商
工
会
と
と
も
に
南
部

地
域
の
幹
線
道
路
沿
線
の
市

街
化
調
整
区
域
に
か
か
わ
る

土
地
利
用
方
策
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
の
具
体

的
な
取
り
組
み
を
。

企
画
部
長　

平
成
26
年
4
月

に
都
市
環
境
課
内
に
設
置
を

予
定
し
て
い
る
。
こ
の
推
進

室
は
本
庁
関
係
部
署
と
の
連

携
や
、
新
名
神
の
開
通
時
期

を
見
据
え
た
土
地
利
用
方
策

に
つ
い
て
、
行
政
が
一
丸
と

な
っ
て
い
く
た
め
の
リ
ー
ダ

ー
的
組
織
と
し
て
位
置
づ
け

し
て
い
る
。

南
部
地
域
の
市
街
化
調
整
区

域
の
開
発
規
制
を
緩
和
し
て

ほ
し
い
と
い
う
話
が
あ
る
が
。

ま
ち
づ
く
り
部
長　

開
発
制

度
の
許
認
可
権
を
有
し
て
い

る
兵
庫
県
は
、
即
座
の
規
制

緩
和
の
取
り
扱
い
は
厳
し
い

状
況
。
こ
の
機
会
を
捉
え
、

今
後
と
も
猪
名
川
町
の
活
性

化
を
目
指
す
。

年
間
50
件
近
く
の
「
介
護
殺

人
」
が
あ
る
が
、
そ
の
4
割

が
執
行
猶
予
。
最
高
裁
も
や

む
に
や
ま
れ
ぬ
事
態
と
判
断
。

こ
こ
に
介
護
保
険
の
大
き
な

欠
陥
が
あ
る
。そ
れ
な
の
に
、

政
府
は
要
支
援
事
業
の
訪
問

介
護
と
通
所
介
護
を
介
護
保

険
か
ら
切
り
離
し
、
自
治
体

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
民
間
事

業
所
に
押
し
付
け
よ
う
と
し

て
い
る
。
カ
ッ
ト
さ
れ
る
費

用
は
1
6
0
0
億
円
。
一
方

で
オ
ス
プ
レ
イ
17
機
を
1
7

0
0
億
円
で
購
入
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
切
り
離
し

案
に
対
し
、「
市
町
村
格
差
が

広
が
り
、住
民
が
困
る
だ
け
」

（
北
海
道
の
首
長
）、「
事
業
者

が
手
を
あ
げ
な
け
れ
ば
自
治

体
の
負
担
に
な
る
」（
全
国
町

村
会
長
）
な
ど
の
反
発
が
広

が
っ
て
い
る
。

要
支
援
費
の
中
で
、
訪
問
介

護
・
通
所
介
護
費
の
占
め
る

比
率
と
金
額
は
。

生
活
部
長　

25
年
9
月
で
は

51
％
の
6
2
1
万
6
千
円
。

介
護
保
険
制
度
か
ら
切
り
離

さ
れ
た
場
合
の
影
響
は
。

生
活
部
長　

利
用
し
て
い
る

多
く
の
高
齢
者
に
影
響
が
出

る
。
費
用
が
抑
制
さ
れ
る
の

で
、
現
状
の
事
業
所
・
新
た

な
住
民
団
体
の
事
業
所
も
含

め
た
利
用
料
の
設
定
が
困
難

に
な
る
と
懸
念
す
る
。

丸山　純議員

Ｑ 訪問・通所介護切り離しによる影響は
　Ａ 利用料の設定が困難になると懸念する

Ｑ 

南
部
地
域
の
活
性
化
策
を
早
期
に
検
討
を

Ａ 
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
を
新
た
に
設
置
し
推
進

訪問介護を継続できるか。

広根地区から見た新名神高速道路六石山トンネル出口付近の現状
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石井　洋二議員

宮東　豊一議員
児
童
養
護
施
設
が
本
町
に
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
経

緯
は
。

生
活
部
長　

現
在
、
尼
崎
市

に
あ
る
定
員
90
人
の
「
子
供

の
家
」
が
老
朽
化
に
伴
い
建

て
替
え
と
な
っ
た
が
、
国
の

補
助
を
受
け
る
に
は
、
45
人

以
下
の
小
規
模
化
が
条
件
に

な
っ
て
い
た
。
阪
神
北
県
民

局
管
内
に
施
設
が
な
い
こ
と

や
、
法
人
側
の
希
望
と
本
町

の
候
補
地
が
合
致
し
た
こ
と

か
ら
建
設
の
運
び
と
な
っ
た
。

す
べ
て
の
子
ど
も
は
社
会
的

養
護
を
受
け
る
権
利
を
持
っ

て
い
る
。
施
設
建
設
に
つ
い

て
関
係
保
護
者
か
ら
不
安
の

声
が
出
て
い
る
が
、
施
設
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
え
て
い
な
い
証
し
で
あ
る

と
考
え
る
。
説
明
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　

年
明
け
か
ら
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
で

も
保
護
者
説
明
会
を
実
施
予

定
で
、
4
月
か
ら
の
受
け
入

れ
に
万
全
を
期
す
。

大
教
大
附
属
池
田
小
学
校
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
セ
ー
フ
・
ス
ク
ー
ル
の
認

証
を
日
本
で
初
め
て
受
け
、

安
全
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作

成
し
て
い
る
。
本
町
と
し
て

取
り
組
む
考
え
は
。

教
育
部
長　

早
急
に
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
入
手
し
、
安
全
教

育
の
充
実
を
図
る
。

大
規
模
な
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。
人
口
減
は
何
と

し
て
も
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
」
が
注
目
さ
れ
、
近
隣

市
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
本

町
で
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
点
項
目
と
考
え

る
が
。

企
画
部
長　

必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。
広
報
部
門
に
と

ど
ま
ら
ず
、
町
全
体
と
し
て

の
戦
略
的
な
情
報
発
信
の
方

策
に
つ
い
て
、
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。

住
民
主
体
で
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

の
制
作
や
町
の
応
援
歌
創
作

な
ど
、
住
民
の
間
で
高
ま
っ

て
い
る
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
」
の
取
り
組
み
を
、

町
の
発
展
に
、
ど
の
よ
う
に

結
び
つ
け
て
い
く
の
か
。

企
画
部
長　

総
合
計
画
審
議

会
で
も
、
審
議
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」

に
特
化
し
た
専
門
性
の
あ
る

戦
略
会
議
・
戦
略
策
定
を
実

行
に
移
す
組
織
が
必
要
で
は

な
い
か
。

企
画
部
長　

現
状
は
困
難
だ

が
、
先
進
自
治
体
で
の
取
り

組
み
を
参
考
に
、
今
後
調
査

・
研
究
を
進
め
る
中
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・
公
的
研
究
機
関
と
の
連
携

一 般 質 問ここが聞きたい

Ｑ 児童養護施設の関係保護者への説明は
　Ａ 年明けから保護者説明会を実施予定

Ｑ 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
部
署
が
必
要
で
は

Ａ 

現
状
は
困
難
だ
が
検
討
し
て
い
き
た
い

建設が進む児童養護施設
（仮称）猪名川子供の家

尼崎市で行われたシティプロモーションサミットチラシ
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福井　澄榮議員

子
宮
頸
が
ん
は
、
20
〜
30
歳

代
で
の
発
症
が
多
い
が
、
同

年
代
の
本
町
の
子
宮
頸
が
ん

検
診
の
受
診
率
は
低
い
。
そ

れ
を
踏
ま
え
た
受
診
率
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

生
活
部
長　

今
年
度
か
ら

「
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
子
宮
頸

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
」
と

題
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
成

人
式
で
配
布
予
定
。
ま
た
来

年
度
か
ら
は
子
宮
頸
が
ん
受

診
者
へ
の
配
布
チ
ラ
シ
に

「
20
歳
以
上
の
女
性
や
、
お
知

り
合
い
が
お
ら
れ
た
ら
、
一

緒
に
検
診
に
行
く
よ
う
お
誘

い
く
だ
さ
い
」
と
い
う
内
容

を
予
定
し
て
い
る
。

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
は
、
ほ

ぼ
H
P
V
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
子
宮
頸
が

ん
検
診
に
H
P
V
検
査
の
導

入
が
必
要
と
考
え
る
が
。

生
活
部
長　

細
胞
診
と
併
用

す
る
こ
と
で
、
検
診
効
率
の

向
上
と
検
診
間
隔
に
余
裕
を

持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
試
験
的
に

実
施
し
て
い
る
市
町
の
治
験

デ
ー
タ
収
集
が
行
わ
れ
て
い

る
段
階
で
あ
り
、
集
団
検
診

の
実
施
方
法
と
し
て
は
確
立

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
厚
生

労
働
省
の
指
針
に
基
づ
く
細

胞
診
を
継
続
実
施
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・
特
定
健
診
に
つ
い
て

各
地
で
道
路
標
識
な
ど
が
落

下
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い

る
が
、
町
内
で
の
点
検
と
責

任
の
所
在
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長　

社
会
資

本
が
急
速
に
老
朽
化
し
て
い

る
。
国
か
ら
26
年
度
末
ま
で

に
点
検
す
る
よ
う
要
請
が
あ

り
、
県
道
は
県
宝
塚
土
木
事

務
所
が
、
町
道
は
町
職
員
が

日
々
パ
ト
ロ
ー
ル
点
検
し
て

い
る
。
道
路
管
理
者
の
責
任

に
お
い
て
実
施
し
、
安
全
確

保
に
努
め
て
い
る
。

自
転
車
で
路
側
帯
の
右
側
通

行
を
禁
じ
た
改
正
道
路
交
通

法
が
25
年
12
月
1
日
に
施
行

さ
れ
、
違
反
す
る
と
3
カ
月

以
下
の
懲
役
ま
た
は
5
万
円

以
下
の
罰
金
で
処
罰
さ
れ
る

が
、
そ
の
他
の
違
反
も
含
め

町
民
へ
の
周
知
が
必
要
だ
が
。

地
域
振
興
部
長　

安
全
運
転

講
習
会
を
実
施
し
、
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
チ
ラ
シ
を
配

布
し
て
い
る
。今
後
も
幼
児
、

中
学
校
・
高
校
、
高
齢
者
な

ど
へ
の
周
知
徹
底
に
努
め
る
。

祖
父
母
が
教
育
資
金
を
贈
与

す
る
場
合
に
、
孫
一
人
当
た

り
1
5
0
0
万
円
ま
で
贈
与

税
が
非
課
税
に
な
る
が
。

総
務
部
長　

毎
年
国
税
の
見

直
し
が
さ
れ
て
い
る
が
、
国

・
金
融
機
関
が
P
R
し
て
お

り
町
へ
の
依
頼
は
無
い
。

山田　京子議員

Ｑ 道路標識などの点検は万全か
　Ａ 日々パトロールし点検している

Ｑ 

子
宮
頸
が
ん
検
診
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
は

Ａ 
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
成
人
式
で
配
布
予
定

道路標識の点検は万全か

ヒトパピローマウイルス（HPV）の図

「HPV」
ヒトパピローマウイルス
子宮頸がんはHPVの一種が子宮頸部に感染する
ことにより発症することがわかってきている。
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合田　共行議員

下坊　辰雄議員
北
部
地
域
で
の
阪
急
バ
ス
と

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
連
携
は
。

企
画
部
長　

ふ
れ
あ
い
バ
ス

の
見
直
し
に
お
い
て
、
24
年

度
に
事
業
を
繰
り
越
し
、
阪

急
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど

の
影
響
も
踏
ま
え
て
作
業
を

行
い
、
今
年
に
見
直
し
も
行

っ
た
。
利
用
状
況
を
見
る
な

か
で
、
意
見
も
聞
き
な
が
ら

今
後
も
見
直
し
を
行
う
。

施
設
介
護
か
ら
在
宅
介
護
へ

移
行
と
な
る
、
北
部
地
域
で

の
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
24
時
間
医
療
体
制
は
。

生
活
部
長　

24
時
間
医
療
体

制
に
向
け
て
整
備
す
る
こ
と

は
、
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。

「
ふ
れ
あ
い
大
島
」
は
、
同
一

医
療
法
人
で
運
営
を
さ
れ
て

お
り
、
医
療
と
介
護
の
連
携

に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

町
道
差
組
紫
合
線
の
上
野
地

内
で
の
大
型
通
行
規
制
と
危

険
箇
所
の
道
路
整
備
は
。

地
域
振
興
部
長　

所
轄
警
察

署
員
と
公
安
委
員
会
担
当
者

が
現
地
調
査
を
行
い
、
規
制

の
最
終
判
断
が
さ
れ
る
。

ま
ち
づ
く
り
部
長　

交
通
事

故
の
箇
所
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
設
置
要
望
が
上
野
自
治
会

か
ら
提
出
さ
れ
、
各
自
治
会

・
P
T
A
か
ら
の
交
通
安
全

施
設
に
関
す
る
要
望
事
項
を

ま
と
め
、
現
地
調
査
を
行
い

整
備
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

町
内
最
初
の
大
型
開
発
「
阪

急
日
生
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」は
、

開
発
当
時
の
ニ
ー
ズ
と
異
な

り
、
少
子
高
齢
化
の
中
、
今

で
は
高
齢
者
家
族
や
一
人
住

ま
い
な
ど
、
世
帯
構
成
も
様

変
わ
り
し
て
い
る
。
住
民
ニ

ー
ズ
は
健
康
や
介
護
の
心
配
、

買
物
・
病
院
な
ど
の
利
便
性

も
考
え
ら
れ
、
松
尾
台
・
伏

見
台
地
区
の
住
民
生
活
に
配

慮
し
た
地
区
計
画
の
見
直
し

を
求
め
た
い
。
現
状
を
ど
の

様
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長　

一
定
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
理

解
は
し
て
い
る
が
、
時
代
の

変
化
か
ら
見
る
と
、
ニ
ー
ズ

に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
と
思
っ

て
い
な
い
。

今
後
、
松
尾
台
・
伏
見
台
地

区
の
実
態
調
査
を
図
り
、
住

民
と
と
も
に
先
の
見
え
る
よ

り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
早
急

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

ま
ち
づ
く
り
部
長　

住
民
発

意
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決

を
、
地
区
計
画
策
定
に
向
け

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
説
明

会
な
ど
に
よ
り
、
地
区
計
画

（
案
）
の
法
手
続
き
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。
時
期

は
、
出
来
る
限
り
早
い
段
階

に
実
施
す
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・�「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
実
態

と
今
後
の
取
り
組
み
は

一 般 質 問ここが聞きたい

Ｑ 高齢者のための24時間医療体制確立を
　Ａ 24時間医療体制は非常に困難である

Ｑ 

松
尾
台
・
伏
見
台
の
地
区
計
画
見
直
し
を

Ａ 

出
来
る
限
り
早
い
段
階
に
実
施
す
る

北部地域に新設された
小規模介護老人保健施設（鎌倉地内）
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成
年
後
見
人
制
度
の
情
報
発

信
・
啓
発
の
必
要
性
か
ら
、

町
民
向
け
の
講
習
会
の
実
施

は
あ
る
の
か
。

生
活
部
長　

高
齢
者
の
人
権

を
擁
護
す
る
制
度
と
し
て
後

見
人
制
度
は
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。
多
く
の
一
般
の
人

々
へ
、
と
の
思
い
か
ら
民
生

協
力
委
員
の
1
1
8
人
に
研

修
を
行
い
、
地
域
で
の
後
見

人
制
度
の
理
解
を
深
め
る
よ

う
取
り
組
む
。
ま
た
一
般
住

民
へ
は
、
昨
年
度
、
全
世
帯

対
象
と
し
て
「
成
年
後
見
人

制
度
の
利
用
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
。

今
後
も
広
く
啓
発
を
行
う
。

男
性
の
育
児
参
加
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

生
活
部
長　

男
性
の
育
児
参

加
は
必
要
と
考
え
る
。現
在
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
父
親
も
参
加
で
き
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
講
座
を
開
催
し

て
い
る
。
今
後
は
、
男
性
が

育
児
に
親
し
み
を
持
ち
、
気

軽
に
育
児
に
参
加
で
き
る
よ

う
努
め
る
。

男
性
向
け「
育
児
ヒ
ン
ト
集
」

を
作
る
考
え
は
。

生
活
部
長　

男
性
が
日
々
さ

さ
い
な
こ
と
か
ら
、
育
児
に

参
加
協
力
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
向
け
、
研
修
会
や
講
演

会
を
通
じ
て
啓
発
に
努
め
る
。

下神　實千代議員

Ｑ 

後
見
人
制
度
の
町
民
向
け
講
習
会
の
実
施
は

Ａ 
民
生
協
力
委
員
の
研
修
を
行
う

埼玉県が作成したイクメンの冊子
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新
議
員
を
紹
介

末
松
早
苗
議
員

　

平
成
25
年
10
月
27
日
に
執

行
さ
れ
た
議
員
補
欠
選
挙
の

結
果
、

末
松
早
苗
さ
ん
が
当
選
。

　

任
期
は
平
成
27
年
9
月
30

日
。

委
員
会
の
異
動

生
活
建
設
常
任
委
員
会

　

末
松
早
苗
委
員
を
指
名

議
会
運
営
委
員
会

　

山
田
京
子
委
員
が
下
神
實

千
代
委
員
に
変
更

新
名
神
高
速
道
路
対
策
特
別

委
員
会

　

山
田
京
子
委
員
が
安
井
和

広
委
員
に
変
更

会
派
異
動
と

　
　
　

新
会
派
結
成

　

平
成
25
年
10
月
29
日
付
け
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会
派
の
異
動
が
あ
り
ま

し
た
。
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い
な
が
わ
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澄
榮

　
　
　
　

安
井　

和
広

　

平
成
25
年
10
月
29
日
付
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で
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会
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成
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ま
し

た
。
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な
が
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来

　

代
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山
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京
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下
神
實
千
代

末松早苗議員
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議会の録画配信を実施！！議会の録画配信を実施！！議会の録画配信を実施！！
町議会では、本会議の録画配信をしています。
本会議終了後、おおむね５日程度で町ホームページからご覧いただけます。

（インターネットで見る本会議）

録画配信は、皆さんに、より近い議会をめざした取り組みです。

（町ホームページから町議会をクリックし、町議会から録画配信をクリックして映像配信にお進みください。）

ぜひご家庭でご覧ください。

議会改革

ここをクリックここをクリック

ここをクリックここをクリック

原
内 馬 場
民 田
上 阿 古 谷
下 阿 古 谷
北 田 原
南 田 原
北 野
紫 合
柏 梨 田
上 野
広 根
銀 山
猪 渕
肝 川
差 組
猪名川荘苑
猪 名 川 台
松 尾 台
伏 見 台
若 葉
パークタウン東
白 金
広根ニューハイツ
つつじが丘
万 善
槻 並
木 津 上
木 津
木 間 生
杤 原
林 田
笹 尾
清 水
清 水 東
仁 頂 寺

島
鎌 倉
杉 生
西 畑
柏 原
万 善 荘
東 山
猪名川グリーンランド
旭 ヶ 丘
尾 花
ハウディー猪名川
川 向
アイディタウン笹尾

125
30
26
58
38
74
43
50
123
78
54
114
13
33
35
32
288
168

1,465
1,807
1,198
482

2,077
88

1,605
35
89
72
46
14
52
22
123
167
43
33
121
50
173
47
108
15
108
62
369
22
36
18
53

319
89
66
147
83
186
99
116
313
194
138
303
35
86
98
85
701
384

3,582
4,034
3,181
1,275
6,357
202

5,239
80
232
176
99
39
140
51
322
394
91
81
298
133
347
114
247
29
265
161
956
45
84
40
162

95
35
21
56
38
64
41
39
127
49
47
109
20
38
35
33
222
152
973

1,647
628
160
794
83
352
24
90
61
49
12
57
21
109
114
36
20
74
43
138
37
104
23
76
44
167
17
29
15
18

29.78
39.33
31.82
38.10
45.78
34.41
41.41
33.62
40.58
25.26
34.06
35.97
57.14
44.19
35.71
38.82
31.67
39.58
27.16
40.83
19.74
12.55
12.49
41.09
6.72
30.00
38.79
34.66
49.49
30.77
40.71
41.18
33.85
28.93
39.56
24.69
24.83
32.33
39.77
32.46
42.11
79.31
28.68
27.33
17.47
37.78
34.52
37.50
11.11

自治会名 世帯数
（世帯）

人 口
（人） 人 口

（人）
高齢化率
（%）

65歳以上

31,898人（１４６人）
男 15,329人（52人）　女 16,569人（94人）

(　)は外国人

11,982世帯
　
7,236人（高齢化率22.68%）
男 3,271人（21.34%人） 女 3,965人（23.93%）

（　）は高齢化率

65歳以上

人編
　
本
町
の
人
口
は
平

成
22
年
1
月
末
3
2
6 

5
9
人
を
ピ
ー
ク
に
、

こ
こ
数
年
減
り
始
め
、

平
成
25
年
11
月
で
3
1 

8
9
8
人
。ま
た
少
子

高
齢
化
の
波
も
現
れ
、

高
齢
化
率
は
22
・
68
％

「
国
：
24
・
40
％（
平
成

25
年
3
月
末
）」で
す
。

　
こ
の
た
び
、『
数
字

で
ま
ち
を
知
る
』（
人

編
）と
題
し
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
、
数
字

か
ら
見
え
る
課
題
を

考
え
ま
し
ょ
う
。

［１年間の人口増減］（24年12月～25年11月）

［層別人口］

［平均寿命］

転入者　956人 転出者　1,174人

出生数　１63人 死亡者　　 ２51人
増 減

男 女

－306人

年少人口

（0歳～14歳）
男　2,464人
女　2,319人

計　4,783人

15.00
%

生産年齢人口

（15歳～64歳）
男　  9,594人
女　10,285人

計　19,879人

62.32
%

老年人口

（65歳以上）
男　3,271人
女　3,965人

計　7,236人

22.68
%

80.5歳（県内7位） 87.9歳（県内1位、国内21位）
（厚生労働省：平成22年市町村別生命表の概況より）

被保険者　7,455人
（内、退職被保険者　714人）
4,119世帯

要支援1

要介護1

要支援２

要介護２ 要介護３

要支援計 要介護計 総　計

要介護４ 要介護５

298人

233人

188人

209人 124人

４８６人 ８２３人１,３０９人

151人 106人

※平成25年11月末の住民基本台帳などの数値を使用

25年度 定例会の日程（予定）
＊3月定例会
　26年2月25日（第 1日）

3月 4日（第 2日）
3月 6日（第 3日）
3月26日（第 4日）

＊委員会については、ホームペー
ジなどでお知らせします。
※議事の都合により変更するこ
とがあります。

あなたも本会議・委員会を
傍聴しませんか

　町議会では、身近な問題などを議論してい
ます。
　手続きは簡単で、当日、議会事務局で受付
簿に住所・氏名を記入していただくだけで傍
聴できます。
（議場20人、委員会室10人まで）

猪名川町の人口

人口動態

国民健康保険加入者

被保険者　3,159人

後期高齢者医療保険加入者

介護保険：要介護（要支援）認定者

数字でまちを知る
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昨
年
は
、
集
中
豪
雨

な
ど
、
日
本
各
地
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
普
段
か
ら
十

分
な
防
災
体
制
を
整
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
決
定
と
い
う

う
れ
し
い
出
来
事
も
あ

り
ま
し
た
。

　

猪
名
川
町
議
会
は
町

民
に
見
え
る
議
会
と
な

る
よ
う
取
り
組
み
、
議

会
だ
よ
り
も
議
会
と
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
こ
れ
か
ら

も
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

本
年
も
ご
愛
読
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

猪
名
川
町
議
会

 

議

　長
　

 

西

谷

　八
郎
治

 

副
議
長

　

 

合

田

共

行

 

　

 
 

議

　員
　

 

池

上

哲

男

　

 

石

井

洋

二

　

 

加

藤

郁

子

　

 

久

保

宗

一

　

 

下

神

實
千
代

　
 

下

坊

辰

雄

　
 

末

松

早

苗

　
 

肥

爪

勝

幸

　

 

福

井

澄

榮

　

 

丸

山

　
純

　

 

南

　
初

男

　

 

宮

東

豊

一

　

 

安

井

和

広

　

 

山

田

京

子

　
　
　
　（50
音
順
）

声こどもたちのこどもたちのど
き
ど
き
し
た
音
楽
会

な

　お

う
え
む
ら

植
村　

菜
央

大
島
小
学
校　

二
年

　

わ
た
し
は
、
入
場
の
時
か
ら
足
が
ふ
る
え
ま
し
た
。

セ
リ
フ
で
ち
ょ
っ
と
ま
ち
が
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
は

ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
が
ん
ば
っ
て
セ
リ
フ
を
言
い
ま

し
た
。

　

六
年
生
は
、
へ
い
わ
の
か
ね
と
ガ
リ
レ
オ
を
し
て
い

ま
し
た
。
歌
は
と
て
も
き
れ
い
で
、
ガ
リ
レ
オ
は
む
ず

か
し
そ
う
で
、
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

冬
の
俳
句

猪
名
川
小
学
校
四
年
生

雪
が
ふ
る　

ま
っ
白
の
中　

か
く
れ
ん
ぼ

か
わ  

さ
き

さ

　く
ら

川
崎　

咲
花

雪
合
戦　

投
げ
て
当
て
ら
れ　

雪
ま
み
れ

と
も  

か

ま
す   

だ

増
田　

友
香

雪
が
ふ
り　

子
ど
も
出
て
き
て　

冬
来
た
か

こ

　

 

た

　ろ
う

ひ   

ぐ
ち

樋
口　

虎
太
朗

た
め
池
や　

寒
さ
で
こ
お
る　

棒
で
割
る

し
ょ
う 

や

く
ろ 

か
わ

黒
川　

翔
矢

新春を迎え ごあいさつを申し上げます




